


















小学館、で紹介されています） 。生徒はレンズ 通して普段見ている大三島とは異なる大三島を見たように、積極的傾聴（共感的受容） いうレンズを通して様々な意識と出会いました。生徒の語りには、 の深層意識や普段は当たり前に思って深く考えなかったことや解釈枠組みが含まれていました。　
本報告書は生徒の意識や気づき、解釈枠組みを記述
することを目的としています。研究者の仮説の検証結
47
果を報告することや、生徒の意識や気づき、解釈枠組みの分析結果を報告することよりも、生徒の様々な意識、 気づき、 解釈枠組みを記述することを心がけました。
ただし、記述は調査者の目に映ったことを調査者の
言葉で記述しています。社会的構築主義の観点からこのことを説明すると、A調査者がインタビューを行い、A調査者の目に映った生徒をA 者の言葉で紹介した、ということになります。読者のみなさんには、A調査者のあらかじめの仮説や解釈がインタビューの中でどのように変化したかを読み取っていただくのも一つの読み方だと思います。あるいは絵画 見る時と同じよう、描き出された内容をみなさんの目線で解釈していただくのも一つの読み方だと思います。
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